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径 20mm.厚さ 1.5mnlとし.脚部はこれ より 3mm

だけ小 さく 3mm の高さ上した.穴無 し丸型骨ボタン

の養分は,直径 15m恥 中心部厚さ 1mm の半円塑と

し,榊分は直径 5mm.高さを 3mm 上した.側頭的(71
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水頭症に対するシャント術では,髄液の漁慶が適当で

あるか否かが問題となる.体位の変化をこより髄液時流慶

は変化 し,臥位で正常に赦能 していて鮎,立位では ovだF
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をそなえた Shunもvalvだが開発されたが,遠位部をこ持

続的に除圧がかかると機能不全となることがある中今回

我利 麓,患者の体位虻より Ⅴ昆ivepressureが変化する

管,その特性及び臨床上の問題点をこついて報告する.患

拙工破裂脳動脈痴 clippinL,術後に続発性水頭症をさた

した2症例である,各席職術前碍 L-P をこおける pTeSSure

は(;iT)及こノド11()711T11ト虹)で鉦 -､上.＼'-I)shuntは S叩hl･,
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50mmril().立位で コlT1011川･lll･:0 上板裾71-村､廿∴Li)変

化する.術後の 配王シャソ ト機能検査から本 valveの

臨床約着周性が示された,
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これまでの超音波 ドプラー血流計はプロ-ブの後が太

過ぎ,頭蓋内の適応に難点があった.このたび我々は細

動脈や,脳深部で使用可能な極細プロ-プ (直径 2mm)

を有する米国 V'r'1社製 MICRON を使用 したC･,i-千.

その経験を報告する.≪対象》脳動脈療32鳳 脳動静脈

奇形魂例,脳梗塞 5例,モヤモヤ6例,脳腫療 3例の計

となり得る血管の最小径は 0.3-0.5mm で,奉磯の使

途は下記の如 く症例により異なるが,全例をこおいて有周

-て溌いlた.I.動脈痛 :(lipI)ing後しり親動脈 Kjllkに
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左LL:.3.動静脈奇1f･2:脳内残存病巣ハ検,LHL.流入動脈

された主要血管碍 pat紺だ野や術前複の血流変化の確認
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の手術にたいしては危険が高いと言われて来たが,操作

性ハ良し､-′し十∴イ′l-~Jl.･T'べ-に七:,ミ､-∫',-1rT.!卜

を装着 した接触型 Lasersur鍔eryは,この問題を克服

しつつある様をこ思われる.

奪回は3例の小脳橋角部腰痛 (症例且,題は長径それ

ぞナ'L27111m.2011m･1州徳神経鞘腫.症例:iは長径i仙11111

ハ髄膜腫lに対 して.Nぐ11･'八(i,ド-1ト-による接触型

てビデオを供覧する由

いずれの手術の場合叡智感激鏡下に視野を妨げず,必

要以上に深い凝固深遠とならず,加えて確かな接触感が

縛られたためや締着の意による腰痛内内滅私 切開,症

血が容易であった申

接触型レ-ザ-ロッをごの使周による LaseysuT酢ry

は,扇もa旦な部縁での藤癌摘出にも,その応用範囲は広

がる屯のと思われた,
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脳腫痴手術における Laserの併用は,深甚性で血管

に富む療慶の摘出を安全かつ可能にした,最近, 3例の


